
前橋の人口：33万8,190人
男：16万5,612人
女：17万2,578人
世帯数：14万7,014世帯
10月末日現在
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下新田町 :  各世代の光る文化が集結

2歳になる子を紹介しています

　本市とサンデンファシリティの森作り体
験共催事業は今年で３年目。その活動の場
であるサンデンフォレスト（粕川町中之沢）
は「環境教育等における体験の機会の場」
として、県内で初めて認定されました。子ど
もたちは、森の中での活動を通じて、生き物

の生態と生息環境への理解を深めます。
ごみ処理問題も重要な環境問題。今号で
取り上げた最終処分場の延命化には、ごみ
の減量が欠かせません。分別やリサイク
ルなどの身近な取り組みが、前橋の美し
い自然を守ることにつながります。（山村）

　文化の日の11月３日、下新田町では町内
の公民館で文化祭を開催。約110人が集
い、子ども会の合唱や長寿会のカラオケ、
大正琴、三味線、ギターの発表などが行わ
れました。「子どもからお年寄りまでが参加
して、一つのものを作ることは大変ですが
大切です。町内の良い交流になっていま
す」と中村自治会長。全員で一緒に歌う場
面もあり、会場は一段と盛り上がりました。

平成28年4月2日～平成28年8月1日生まれの子の募集記事は、来年1月1日号に掲載予定です

平
成
二
十
九
年 

十
一
月
十
五
日
号

桑原 唯衣ちゃん
上小出町二丁目

柳井 空ちゃん
富士見町米野

加藤 圭翔ちゃん
粕川町込皆戸

けいとゆい そら
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サ
ン
デ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
で
は
、

多
様
な
動
植
物
が
住
む
環
境
づ
く
り
を
市
民
の
手
で
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
体
験
か
ら
多
く
を
学
ぶ
こ
と
で
、

前
橋
の
豊
か
な
環
境
が
未
来
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

岩下 けいちゃん
若宮町三丁目

佐藤 梨 ち々ゃん
上細井町

りり

町田 萌風ちゃん
西大室町

もえか

生
命
を
育
む
森
づ
く
り

　沖縄の伝統芸能エイサーを中心に、獅子舞などを
新たな形で創作し活動しています。今年の８月に結
成したばかりで、メンバーは全員が県内出身者。前
橋まつりなどのほか、市外のイベントにも参加して
います。エイサーや沖縄に興味があれば、経験や性
別、体力は問いません。練習は週４回ありますが、
そのうち２回ほど出席できれば大丈夫。和気あいあ
いと楽しみながら、技術を磨き合っています。

日時／月水金日曜の夜間
会場／中央公民館ほか
会員数／10人
代表者／鈴木 円さん
☎080-2253-1700

創作エイサー団体 群天星
むり てぃん ぶし



 

最
終
処
分
場
を
知
っ
て
い
ま
す
か 

　
最
終
処
分
場
と
は
、
清
掃
工
場
な
ど
か

ら
出
る
焼
却
灰
や
資
源
化
で
き
な
い
不
燃

物
な
ど
を
埋
め
立
て
処
分
す
る
施
設
で
す
。

大
き
く
分
け
て
貯
留
施
設
と
浸
出
水
処
理

施
設
の
２
つ
の
施
設
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
貯
留
施
設
は
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
ご

み
が
安
定
化
す
る
ま
で
貯
留
し
、
埋
め
立

て
地
内
に
降
っ
た
雨
水
を
速
や
か
に
浸
出

水
処
理
施
設
へ
送
り
、
周
辺
環
境
へ
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
安
全
に
管
理
す
る
施

設
で
す
。
浸
出
水
処
理
施
設
は
、
送
ら
れ

た
雨
水
を
放
流
河
川
の
環
境
に
影
響
が
出

な
い
よ
う
浄
化
す
る
施
設
で
す
。

　
現
在
、
本
市
で
は
、
荻
窪
町
と
富
士
見

町
の
２
カ
所
の
最
終
処
分
場
で
埋
め
立
て

を
行
っ
て
い
ま
す
。

清
掃
施
設
整
備
室

☎
０
２
７
‐
８
９
８‐
５
８
４
６

暮らしを支える最終処分場
現状とこれからの進め方
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可燃ごみ

不燃ごみ

焼却処理
・六供清掃工場
・亀泉清掃工場
・大胡クリーンセンター

・荻窪清掃工場
・富士見クリーン
  ステーション

破砕・選別処理

焼却灰
1万1,710t

資源化

最終処分
（埋め立て）
1万2,042t

（覆土を除く）

1,473t

資源化
1,106t

不燃残渣など
1,805t

可燃残渣
ざん さ

め
、
外
部
の
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

意
見
を
聞
き
な
が
ら
策
定
し
て
い
き
ま

す
。
検
討
委
員
会
は
、
廃
棄
物
や
水
質

な
ど
の
学
識
経
験
者
、
関
係
団
体
の
代 

表
者
、公
募
に
よ
る
市
民
な
ど
で
構
成
。 

12
月
か
ら
会
議
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
会
議
結
果
は
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
随
時
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

●
施
設
見
学
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

最
終
処
分
場
の
見
学
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
清
掃
施
設
整

備
室
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
最
終
処
分
場
の
今
と
こ
れ
か
ら

　

最
終
処
分
場
は
、
私
た
ち
の
生
活
か

ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
を
処
分
す
る
た
め

に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で
す
。

本
市
で
は
、
最
終
処
分
場
を
よ
り
長
く

使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
分
別
収

集
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
ご
み
の
減

量
・
資
源
化
を
行
う
ほ
か
、
焼
却
灰
の

資
源
化
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
埋
め
立

て
量
の
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
埋
め
立
て
可
能
容
量
は
年
々 

減
少
。
昨
年
度
の
実
績
で
こ
の
ま
ま
推

移
す
る
と
、
富
士
見
最
終
処
分
場
は
平

成
37
年
度
に
、
荻
窪
町
の
前
橋
市
最
終

処
分
場
は
平
成
42
年
度
に
満
杯
と
な
る

見
込
み
で
、
そ
の
前
に
新
し
い
最
終
処

分
場
を
造
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
新
設
の
た
め
の
基
本
構
想

　

最
終
処
分
場
の
新
設
に
は
、
建
設
用

地
の
取
得
や
安
全
性
確
保
の
た
め
の
地

盤
・
地
質
・
自
然
環
境
調
査
な
ど
、
長

期
の
年
月
が
必
要
。
建
設
用
地
の
選
定

や
最
終
処
分
場
の
規
模
・
構
造
な
ど
を

決
め
る
た
め
の
基
本
構
想
を
、
平
成
32

年
３
月
ま
で
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

基
本
構
想
は
、
建
設
用
地
選
定
を
含 

100%

80%

60%

40%

20%

0%
H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43

■残容量
■累計埋立容量

焼却灰 85%

■焼却灰 85%
■不燃残渣 13%
■しゅんせつ土 0.9%
■汚泥 0.8%
■その他 0.3%

不燃残渣 13%

しゅんせつ土 0.9%

汚泥 0.8% その他 0.3%

埋め立て物の割合

最終処分までの流れ（平成28年度実績）

前橋市最終処分場の残余容量の推移

（平成 29年度以降は平成 28年度実績で推移すると仮定）
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はい

　

建
設
候
補
地
は
市
が
立
地
に
適
し
た

場
所
か
ら
選
出
す
る
ほ
か
、
市
民
か
ら

の
応
募
や
情
報
提
供
も
受
け
付
け
ま
す
。 

候
補
地
の
選
定
は
、
環
境
・
防
災
な
ど

の
法
規
制
を
考
慮
し
て
行
い
ま
す
。
応

募
で
き
る
の
は
土
地
所
有
者
（
個
人
・

法
人
）
か
応
募
地
の
自
治
会
長
、
情
報

提
供
で
き
る
の
は
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
で
す
。

応
募
条
件
＝
市
内
の
合
計
面
積
１
㌶
以

上
の
土
地
で
、
最
終
処
分
場
建
設
用
地

　

本
市
で
は
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を
可

燃
ご
み
や
不
燃
ご
み
、
資
源
ご
み
、
危

険
ご
み
、
有
害
ご
み
、
プ
ラ
容
器
、
紙
・

衣
類
な
ど
に
分
別
。
ま
た
、
使
用
済
小

型
家
電
と
廃
食
用
油
に
つ
い
て
は
市
役

所
や
支
所
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
回
収
し
て
い
ま
す
。
可
燃
ご
み

と
不
燃
ご
み
で
出
さ
れ
た
物
以
外
は
、

一
部
を
除
き
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
。
可
燃
ご
み
は
燃
や
し
た
後
、
不
燃

ご
み
は
破
砕
処
理
し
て
資
源
を
回
収
し

た
後
に
、
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
て

と
し
て
６
㌶
以
上
の
事
業
用
地
を
確
保

で
き
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と

申
込
書
の
配
布
＝
市
役
所
清
掃
施
設
整

備
室
、
各
支
所･

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー･

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
。

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す

12
月
１
日
㈮
～
来
年
３
月
20
日
㈫

に
申
込
書
に
記
入
し
、
市
役
所
清
掃
施

設
整
備
室
へ
直
接

い
ま
す
。
し
っ
か
り
分
別
し
可
燃
ご

み
・
不
燃
ご
み
が
減
れ
ば
、
そ
の
分
資

源
と
し
て
有
効
活
用
さ
れ
、
最
終
処
分

場
も
長
く
使
用
で
き
ま
す
。

●
ご
み
を
見
分
け
る
分
別
チ
ャ
ー
ト

　

左
図
チ
ャ
ー
ト
を
使
っ
て
、
ご
み
の

排
出
方
法
を
見
分
け
て
く
だ
さ
い
。
粗

大
ご
み
の
処
理
は
、
通
常
よ
り
も
多
く

の
処
理
経
費
が
か
か
る
た
め
、
市
指
定

袋
に
入
る
ご
み
は
、
粗
大
ご
み
と
し
て

出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
減
量
課 

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
７
２

ご
み
減
量
で
最
終
処
分
場
の
延
命
化

そ
の
た
め
に
は
分
別
が
大
切
で
す

はい いいえ

はい いいえ

最
終
処
分
場
建
設
候
補
地
の

応
募
を
受
け
付
け
ま
す

「資源ごみ（びん・缶・ペットボトル）」
「危険ごみ」「有害ごみ」「プラ容器」

「紙・衣類等」ではないごみ
※家電４品目（テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類
乾燥機、エアコン）、消火器、プロパンガスボンベ、車用
タイヤなど市で処理できないものを除く

市の指定ごみ袋１枚に入りきる

粗大ごみ
（集積場所には

出せません）
・地域の粗大ごみ
集団回収時に出す

・清掃工場へ自己
搬入する（要事前
連絡）

・戸別回収を申し 
込む（３点まで、 
無料）

「金属・ガラス・陶器製品」か
「金属・ガラスが使われている」

使用済小型家電
（運搬が難しい場合は、市指定袋
 へ入れて不燃ごみへ）
リサイクルのため、「不燃ごみの日」ではなく、
市役所、各支所・市民サービスセンターな
どにある「使用済小型家電回収ボックス」へ

いいえ

可燃
ごみ

不燃
ごみ

電化製品である
（電気・電池の力で動く）
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貞
、
北
爪
玲
子
、
木
村
桂
子
、
木
村
た

か
子
、
中
村
正
夫
、
大
㟢
茂
樹
、
鈴
木

正
明
、
田
村
千
代
子
、
⻆
井
静
子
、
永

見
信
國
、
田
子
智
代
、
吉
原
一
郎
、
河

村
史
明
、
松
嶋
克
典
、
石
田
法
子
、
高

坂
哲
也
、
小　

喜
代
治
、
鈴
村
浩
文
、

金
井
君
子
、
吉
田
幸
男

●
特
設
人
権
相
談
所

　

い
じ
め
や
体
罰
、
部
落
差
別
、
女
性

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣
間
の
も

め
事
な
ど
の
相
談
が
で
き
ま
す
。
当
日

会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
12
月
８
日
㈮
午
後
１
時
～
４
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
５
階
学

習
室
、
大
胡
支
所
、
宮
城
・
富
士
見
公

民
館

●
フ
ェ
ス
で
人
権
考
え
よ
う

　

群
馬
会
館（
大
手
町
二
丁
目
）で「
人

権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
ぐ
ん
ま
」

を
開
催
。
人
権
を
テ
ー
マ
と
し
た
映
画

の
上
映
や
あ
か
ぎ
団
に
よ
る
人
権
演
劇

の
上
演
、
障
害
者
施
設
作
品
の
展
示
を

行
い
ま
す
。

日
時
＝
12
月
17
日
㈰
午
後
１
時
～
５
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
４
０
０
人

12
月
15
日
㈮
ま
で
に
県
人
権
男
女
・

多
文
化
共
生
課
☎
０
２
７
‐
２
２
６
‐

２
９
０
６
へ

　

市
内
で
は
、
23
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
活
動
。
人
権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
い

て
人
権
相
談
を
受
け
る
な
ど
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
人
権
擁

護
委
員
へ
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）
＝
戸
所
仁

治
、
岡
田
正
子
、
中
村
明
子
、
星
野
保

人
権
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う

一
人
一
人
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

　

12
月
４
日
㈪
か
ら
10
日
㈰
ま
で
は
人
権
週
間
で
す
。
人
権
は

日
常
の
思
い
や
り
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
も
の
。
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
、
差
別
や
虐
待
の
な
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

生
活
課 

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
３
６

消
費
者
の
豆
知
識

架
空
請
求
の
ハ
ガ
キ

事
例　
民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ

ー
か
ら
「
総
合
消
費
料
金
に
関

す
る
訴
訟
最
終
告
知
」
と
書
か

れ
た
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
し
た
。

「
契
約
会
社
か
ら
訴
状
が
出
さ

れ
た
。
連
絡
が
な
い
場
合
は
給

料
、
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
」

と
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
商
品

や
金
額
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て

お
ら
ず
、
何
の
請
求
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
未
払
い
に
し
た
覚

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
訴
え
ら
れ

て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

回
答　
こ
れ
は
架
空
請
求
の
ハ

ガ
キ
で
す
。
訴
え
ら
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
○
○
省
管
轄

支
局
な
ど
と
名
乗
り
勘
違
い
さ

せ
る
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
公

的
な
窓
口
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

差
し
迫
っ
た
期
日
を
裁
判
取
り

下
げ
最
終
期
限
と
し
て
、
慌
て

て
連
絡
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
絶
対
に
連
絡
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
１
７
５
５

　学校での悩みや女性の人権、生活での悩み
事など、幅広い相談を受けています。話を聞
くときに心掛けているのは、傾聴の姿勢。相
談した後に穏やかな気持ちになれるよう、相
手の気持ちに寄り添って話を聴きます。悩み
事は誰かに話を聞いてもらうだけでも、気持
ちがすっと楽になることもあります。普段か
ら悩んでいることや身の回りに相談しにくい
ことなど、気軽に相談してください。

人権擁護委員
星野 保貞さん　木村 桂子さん

悩んだ時には私たちに相談を
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　来年3月に行う前橋市民展覧会の作品を募集しま
す。対象は市内在住か在勤、在学の16歳以上の人。
入選・入賞者の発表は来年2月21日㈬午前10時に
中央公民館で掲示（電話での問い合わせは不可）、
入選・入賞作品の展示は昌賢学園まえばしホール
（市民文化会館）で行います。
募集作品=〈書道〉漢字、かな、新傾向（墨象・近
代詩文・大字書）〈美術〉日本画（極彩・水墨）、洋
画（油彩・水彩・アクリル・版画・パステル・切り
絵・貼り絵など）、彫刻・工芸〈写真〉風景・ネイ

チャー、花・動植物、スナップ・人物
費用=2,000円（18歳以下は無料。同一部内に2点
以上出品の場合は、2点目から1,000円。写真は部門
内の他の部に出品する場合も、2点目から1,000円）
開催要項・出品票の配布=各地区公民館・コミュ
ニティセンターで
書道は来年2月1日㈭、写真は来年2月3日㈯、美

術は来年2月4日㈰の午前9時30分～午後3時に前
橋プラザ元気21内中央公民館へ作品と出品票・費
用を持参

　書道・美術・写真の３部門で、前橋市民展覧会
の作品を募集します。

力作を募集します
前橋市民展に出品を

　

市
民
参
加
・
市
街
地
型
の
本
大
会
。

来
年
４
月
22
日
㈰
午
前
８
時
ス
タ
ー
ト

で
、
対
象
は
小
学
生
以
上
で
す
。
５
回

目
と
な
る
今
回
か
ら
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を

２
人
１
組
で
リ
レ
ー
す
る
ペ
ア
マ
ラ
ソ

ン
や
、
10
㌔
㍍
、
５
㌔
㍍
に
チ
ー
ム
部

門
を
新
設
。
詳
し
く
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://m

aeshibu.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

種
別
＝
❶
マ
ラ
ソ
ン
❷
ペ
ア
マ
ラ
ソ
ン

❸
10
㌔
㍍
❹
５
㌔
㍍
❺
１
・
５
㌔
㍍
❻

フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
（
３
㌔
㍍
）・

車
椅
子
ジ
ョ
ギ
ン
グ
（
１
・
５
㌔
㍍
）

費
用
＝
❶
は
６
，
０
０
０
円
❷
は
１
万

２
，
０
０
０
円
❸
❻
は
３
，
５
０
０
円

❹
は
２
，
５
０
０
円
（
中
学
生
１
，
５

０
０
円
）
❺
は
１
，
０
０
０
円

募
集
要
項
の
配
布
＝
市
役
所
ス
ポ
ー
ツ

課
、
各
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
・
公
民
館
、
市
有
体
育
施
設
な
ど
で

11
月
21
日
㈫
～
来
年
１
月
12
日
㈮
に

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
３
‐
６
４
２
７
‐

５
３
３
３
へ
。
ま
た
は
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://runnet.jp

）
で

春
の
市
街
地
を
駆
け
抜
け
る

前
橋
・
渋
川
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

生涯学習課 ☎027-210-2198

ス
ポ
ー
ツ
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
３
４

　

前
橋
公
園
を
発
着
点
に
前
橋
・
渋
川

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
ペ 

ア
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
新
設
種
目
を
加
え
、

前
回
よ
り
も
充
実
し
た
、
い
ろ
い
ろ
な 

種
目
で
走
り
を
楽
し
め
ま
す
。
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　携帯電話事業者が新しい電 
波700MHz帯を使うのに伴い、
一部地域のテレビ映像に影響 
が出る恐れがあります。「700 
MHz利用推進協会 」はこの対
策工事を実施。対象の地域に
は作業員が訪問します。その
他の地域で影響がある場合は
問い合わせてください。なお、
費用を請求することはありま
せん。

　季節性インフルエンザや感染性胃腸炎の流行
する時季に合わせ、夜間急病診療所（朝日町四
丁目☎027-243-5111）では、日曜・祝日の午
前中も診療を行います。
診療日時＝12月3日㈰～来年5月27日㈰の日
曜・祝日、午前9時～正午（午後8時～午前0時
の夜間診療は毎日実施）
診療科目＝内科・小児科
用意する物＝健康保険証（中学生以下などは福
祉医療費受給
資格者証）と
現金

保健総務課 ☎027-220-5781

12月3日からの日曜・祝日は
夜間急病診療所が午前も診療

700MHzテレビ受信障害対策コールセンター
　 0120-700-012

新電波帯利用で影響の恐れ
テレビの受信対策工事を実施

　前橋のためにやりたいことを3分間で発表す
る、「つながる３分プロジェクト」を開催します。
市民活動の新たなつながり・連携・協働のきっ
かけをつくりませんか。
日時＝11月26日㈰午後1時30分～4時30分
会場＝前橋プラザ元気21内501・502学習室

市民活動支援センター ☎027-210-2196

未来をつくる3分間
より良い前橋のアイデア発表

　心肺蘇生法とAED（自動体外式除細動器）の取
り扱いなどを学ぶ普通救命講習会を開催します。
日時＝12月10日㈰午前9時～正午
会場＝北消防署
対象＝市内在住か在勤の中学生以上、先着30人
申し込み＝11月22日㈬～12月9日㈯に同署へ

北消防署 ☎027-231-0119

適正利用で生存率向上
救える命をつなぐ術を学ぶ

朝日町東

東
部
バ
イ
パ
ス

朝日町
三丁目公園

広瀬川

県庁←

生
桐

→

卍孝顕寺

番
交

夜間急病
診療所

消防局

天川大島町北

市保健所
前橋保健センター

前橋
赤十字病院
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　12月9日㈯午後1時30分から4時まで、総合福
祉会館でみんなのフェスタを開催。市内を拠点
に活動する団体やサークルなどによる、音楽や
八木節踊りなどのステージ発表、作品展示を行い

ます。対象は一般、
先着500人。当日会
場へ直接お越しくだ
さい。

障害福祉課 ☎027-220-5711

市内で活動する団体が集結
日頃の成果を発表します

保健予防課 ☎027-220-5779

予防が大切
心配事ある人はHIV検査を

　開館25周年記念事業「ニューイヤーコンサー
ト」と「テルサ寄席　ふるさと落語会」を開催。
コンサートの出演者は渋川ナタリさんと羽鳥美
紗紀さん、今井俊輔さん。落語会は立川志らく
さん、林家二楽さん、林家つる子さん、立川が
じらさん、三遊亭ぐんまさんが出演します。
日時＝〈コンサート〉来年1月6日㈯午後2時
〈落語会〉来年1月20日㈯午後2時
費用＝一般各2,500円、大学生以下各1,500円
（当日は300円増し）
申し込み＝前橋テルサへ

前橋テルサ ☎027-231-3211

前橋ゆかりの出演者も
新年彩る催しを開催します

　県外から市内に転入し、市内中小企業などに
就職した40歳未満の若者と若者を雇用した事業
者に奨励金を交付します。対象者や交付金額、
申請方法など詳しくは本市ホームページをご覧
ください。

産業政策課 ☎027-898-6985

就職者と事業者両方に奨励金
UIJターンする若者を応援

　12月1日㈮は世界エイズデー。今年は「UP 
DATE! エイズのイメージを変えよう」をテーマ
にエイズ防止啓発をしています。エイズはHIV
に感染して起こる病気です。免疫が壊され、抵
抗力が低下し、健康なときにはかからない感染
症や悪性腫瘍などの病気にかかります。HIVに
感染しているかは血液検査でしか分かりません。
感染から発症までは個人差がありますが、数年
かかります。潜伏期間は無症状ですが感染力は
あり、気付かないうちに人にうつしてしまうこ
とも。しかし、早期に発見し治療すれば、今ま
でと変わらない生活を続けられます。

●無料HIV検査
日時＝毎週水曜（祝日を除く ）、
午前9時～10時30分（12月6 日
㈬は午後3時～３時45分も実施 ）
会場＝市保健所
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　リーディングシアター Vol.4「夜汽車の人―

萩原朔太郎の愛と詩の生涯 」（菊田一夫作、丸
山博一構成、中村ひろみ演出 ）を開催。群馬を
代表する劇団員や若手俳優が演じます。出演
は雨宮友美さん、生方保光さん、大月伸昭さ
ん、加藤くに子さん、金井麻未さん、郡司厚太
さん、手島実優さん、中村ひろみさん、長塩慶
子さん、林健樹さん、長井学さん（ピアノ ）、
前橋文学館長・萩原朔美です。12月16日㈯午
後1時から2時30分までと、同日午後4時から
5時30分までの2回公演。対象は一般、先着各
80人です。
申し込み＝11月23日㈭から前橋文学館へ

　バス乗降時の整理券の取り方や運賃の支払い方法
を体験する「かしこい大人のバス講座～いまさらき
けないバスのこと」を開催。地域の路線情報や乗り
換えのポイントなど、バスの活用法と公共交通機関
の魅力を紹介します。会場は下川淵市民サービスセ
ンター。対象は一般、先着30人で小学生以下は保
護者同伴です。
日時＝12月14日㈭午前10時～正午

申し込み＝11月22日
㈬から地球温暖化防
止ぐんま県民会議へ

萩原朔太郎ゆかりの朗読劇を
群馬の劇団と俳優が演じます 前橋文学館 ☎027-235-8011

地球温暖化防止ぐんま県民会議 ☎027-237-1103

暮らしの中でバス活用しよう
バスの魅力を乗って学びます

　総合福祉会館で「介護予防まつりinまえば
し～ピンシャン！元気で明るいまちづくり」
を開催。レクリエーションの講演会や100歳
のトークショー、サックス・トロンボーンな
どの演奏、介護予防サポーター活動発表、健
康チェックなどを行います。
日時＝11月26日㈰午前10時～午後３時

介護高齢課 ☎027-898-6133

いきいきとした生活目指して
祭典で介護予防を楽しく学ぼう

リーディングシアター Vol.2「イエスタディ」より

萩原 朔美
（朔太郎の父親役）

手島 実優さん
（朔太郎の妹役）

金井 麻未さん
（朔太郎の思い人・
エレナ役）
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C I T Y  W A T C H I N G
元
総
社
エ
コ
ク
ラ
ブ

チ
ー
フ
サ
ポ
ー
タ
ー

城
田 

博
巳
さ
ん
・
75
歳

大
友
町

い
き
い
き

ま
え
ば
し
人

自
然
の
中
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て

　

城
田
さ
ん
が
サ
ポ
ー
タ
ー
を
務

め
る
元
総
社
エ
コ
ク
ラ
ブ
は
活
動

を
始
め
て
22
年
目
を
迎
え
た
。

　
「
現
在
は
地
域
の
小
中
学
生
を

中
心
と
し
て
、
６
人
の
サ
ポ
ー
タ

ー
と
共
に
、
水
辺
の
生
き
物
の
調

査
や
エ
コ
農
園
で
の
有
機
野
菜
栽

培
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

県
内
の
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の

中
で
も
い
ち
早
く
活
動
を
開
始
。

体
験
型
の
環
境
教
育
を
行
う
動
き

を
他
の
地
域
に
も
波
及
さ
せ
た
功

績
を
認
め
ら
れ
、
昨
年
６
月
に
環

境
大
臣
表
彰
を
受
け
た
。

　
「
画
面
越
し
の
情
報
で
あ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
な
く
、
実

際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
よ
り
具

体
的
に
環
境
保
全
を
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
」

　

地
球
温
暖
化
や
異
常
気
象
に
つ 

い
て
連
日
の
よ
う
に
報
道
が
あ
る
。 

状
況
の
悪
化
を
避
け
る
た
め
に
は
、 

自
然
に
親
し
み
身
近
な
こ
と
か
ら

考
え
る
の
が
大
切
だ
と
言
う
。

　
「
例
え
ば
水
辺
の
生
き
物
に
触

れ
る
こ
と
で
、
ご
み
や
有
害
な
生

活
排
水
を
流
さ
な
い
よ
う
に
す
る

な
ど
、
水
質
汚
染
の
対
策
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
地
球

温
暖
化
や
異
常
気
象
に
対
し
て
も
、 

節
電
や
エ
コ
運
転
な
ど
、
簡
単
な

こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
る
ん
で
す
」

　

地
球
規
模
で
環
境
を
守
る
こ
と

は
な
か
な
か
難
し
い
と
い
う
人
も

い
る
。
し
か
し
、
何
事
も
ま
ず
一

歩
か
ら
。
城
田
さ
ん
の
よ
う
に
エ

コ
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
実

現
へ
と
近
づ
い
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

萩
原
朔
美
文
学
館
長
が
各
界
の

著
名
人
と
対
談
。
さ
ま
ざ
ま
な
領

域
で
活
躍
す
る
館
長
の
素
顔
に
迫

り
ま
す
。
今
回
は
、
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
シ
ア
タ
ーvol.3

「『
月
に
吠
え

る
』
を
声
で
立
ち
上
が
ら
せ
る
」

終
了
後
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

様
子
を
お
届
け
し
ま
す
。

●
朔
太
郎
の
世
界
を
演
じ
て

柳
沢　

朔
太
郎
の
詩
に
接
す
る
の

は
高
校
以
来
。
そ
の
時
は
大
正
時

代
の
文
豪
の
、
す
ご
く
昔
の
作
品

と
い
う
印
象
で
し
た
け
ど
、
演
じ

て
み
る
と
、
か
え
っ
て
新
し
い
、

新
鮮
な
感
じ
が
し
ま
し
た
ね
。

林　

前
橋
が
生
ん
だ
朔
太
郎
を
演

者
と
共
に
分
か
ち
合
え
た
。
特
に
、

朔
美
さ
ん
と
文
学
館
で
や
れ
た
こ

と
は
心
の
糧
と
な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
と
一
緒
に
こ
の
場
を
共
有
で

き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

長
谷
川　

朔
太
郎
の
詩
は
深
く
、

魅
力
的
。
飛
び
跳
ね
て
い
る
と
こ

ろ
も
、
陰い

ん

鬱う
つ

な
と
こ
ろ
も
。
け
れ

ど
、
そ
れ
を
音
に
す
る
の
は
と
て

も
難
し
い
。
そ
の
表
現
は
現
代
的

で
、
１
０
０
年
前
の
も
の
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
。
朔
太
郎
を
は
じ
め
、

彼
ら
の
生
き
た
時
代
は
世
界
的
に

も
表
現
の
大
き
な
変
換
点
だ
っ
た

の
で
は
、
と
感
じ
ま
し
た
。

●
新
た
な
出
合
い
を
こ
れ
か
ら
も

萩
原　

詩
人
の
吉
増
剛
造
さ
ん
が

「
詩
は
黙
読
す
る
と
理
解
が
で
き

る
。
そ
れ
を
声
に
出
す
と
魂
に
伝

わ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
け
ど
、
本
当
に

そ
う
だ
な
、
と
思
う
。

読
め
ば
読
む
ほ
ど
難
し

く
奥
深
い
朔
太
郎
の
世

界
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
す
よ
。
ど
ん
な
世

界
に
出
合
え
る
の
か
、

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

（
こ
の
ト
ー
ク
了
）

前橋文学館
☎ 027-235-8011

萩原朔美
河畔奇譚

vol.4

右上：萩原朔太郎役の俳優・長谷川 初範さん
右下：ナレーションの声優・柳沢 三千代さん
左上：北原白秋役の萩原 朔美館長
左下：室生犀星役の俳優・林 健樹さん
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C I T Y  W A T C H I N G

臨江閣で将棋の大一番

赤城南麓の宝を内外に

郷土の大名家を顕彰

　柏倉町のぐんまフラワーパ
ークと阿久沢家住宅で11月4
日、スローシティ国際連盟加
盟を記念し、前橋 ･ 赤城スロー
シティフェアを開催。記念式
典や地元の伝統芸能の披露、
そば打ち体験、農産物直売な
どが行われ、来場者はゆった
りした時間を過ごしました。

　群馬会館で10月21日、前橋 
で藩主を務めた四大名家の顕
彰などを目的に前橋四公祭を
開催。総社秋元公歴史まつり
をＰＲしたり、「歴史都市まえ
ばし」の可能性を語ったりし
ました。また、創作劇の前橋
四公物語では、女優の小野真
弓さんが朗読を行いました。

　11月４日・５日、竜王戦七
番勝負のうちの第３局を臨江
閣で開催しました。渡辺明竜
王と羽生善治棋聖が対決し、
今回は渡辺竜王が勝利。今後
の対局が見逃せません。また、
臨江閣別館などで将棋のイベ
ントを同時開催。子どもたち
も真剣勝負を繰り広げました。

クローズアップ
CLOSE UP
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申し込み　 問い合わせ

元
気
21
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　10
時
00
分
〜
19
時
00
分

本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

窓　　口
業務時間

申し込み 　 問い合わせ

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で
創
業

　

創
業
セ
ン
タ
ー
で
は
小
売
・
飲
食

業
な
ど
の
創
業
を
考
え
て
い
る
人
を

対
象
に
、
実
現
性
の
高
い
創
業
が
で

き
る
よ
う
、
店
舗
ス
ペ
ー
ス
を
短
期

間
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
使
用
ス
ペ 

ー
ス
や
設
備
に
よ
り
費
用
は
異
な
り

ま
す
。
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
同 

館
☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
９
６
６
６
へ

第
三
者
行
為
の
治
療
は
届
け
出
を

　

交
通
事
故
や
飲
食
店
で
の
食
中
毒
、

他
人
の
飼
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
に
か
ま

れ
た
な
ど
、
第
三
者
行
為
に
よ
る
病

気
や
け
が
で
保
険
証
を
使
っ
て
治
療

を
受
け
た
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
犯
罪
行
為
に
よ
る
も
の

や
故
意
に
し
た
病
気
や
け
が
な
ど
の

場
合
は
健
康
保
険
が
使
え
な
い
た
め
、

第
三
者
行
為
で
な
く
て
も
届
け
出
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
医
療
機
関
か
ら
提
出
さ
れ

た
診
療
報
酬
明
細
書
の
内
容
か
ら
、

第
三
者
行
為
の
可
能
性
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
場
合
は
、
病
気
や
け
が
の
原

因
を
確
認
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
４
９

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
日
常
点
検
忘
れ
ず
に

　

緊
急
時
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
正
常
に
使
用
で
き
る

よ
う
に
、
設
置
者
は
日
頃
か
ら
点
検

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
機
器
の
状
態
を

示
す
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
の
表
示
は
日
常

的
に
確
認
が
必
要
。
電
極
パ
ッ
ド
や

バ
ッ
テ
リ
ー
に
は
使
用
期
限
や
寿
命

が
あ
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
本
体
に
も
耐
用
年

数
が
あ
り
ま
す
。

　

消
耗
品
の
交
換
な
ど
、
詳
し
く
は

購
入
店
や
製
造
業
者
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

保
健
総
務
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
１

介
護
と
国
保
負
担
額
に
は
上
限
が

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
加
入

世
帯
に
介
護
保
険
受
給
者
が
い
る
場

合
、
自
己
負
担
額
を
合
算
し
一
定
の

限
度
額
を
超
え
た
と
き
は
、
超
過
分

の
金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
昨
年
８

月
１
日
か
ら
今
年
７
月
31
日
ま
で
に

支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が
対
象
で
す
。

７
月
31
日
時
点
で
国
保
に
加
入
し
て

い
る
支
給
対
象
者
に
は
、
12
月
以
降

に
通
知
を
郵
送
。
国
保
以
外
に
加
入

し
て
い
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療

保
険
の
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
４
９

国
保
の
一
部
負
担
金
の
減
免
制
度

　

震
災
や
風
水
害
、
火
災
な
ど
で
損

害
を
受
け
た
と
き
、
農
作
物
の
不
作

や
事
業
不
振
な
ど
で
収
入
が
著
し
く

減
少
し
生
活
困
難
に
な
っ
た
場
合
、

申
請
で
一
部
負
担
金
を
減
免
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
す
で
に
支

払
っ
た
一
部
負
担
金
は
対
象
外
で
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
４
９

図
書
館
が
全
館
休
館
し
ま
す

　

12
月
４
日
㈪
は
、
市
立
図
書
館
・

分
館
・
こ
ど
も
図
書
館
全
館
が
休
館

し
ま
す
。

市
立
図
書
館

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
４
３
１
１

く
ら
し
の
情
報

お
知
ら
せ

定例会と議場コンサート

　第4回定例市議会の日程は次のとおりです。 
ぜひ傍聴にお越しください。また、本会議 
はインターネットで生中継します。スマート
フォンやタブレット端末などからも視聴でき
ます。本市ホームページトップ画面内「前橋
市議会 」からご覧ください。
●議場コンサート
出演・日時＝〈原小合唱 〉11月29日㈬〈木瀬
中吹奏楽 〉12月21日㈭、午後0時30分

議会事務局 ☎027-898-5923

日時 会議名
11月29日㈬ 午後1時 本会議
12月5日㈫

午前10時

本会議(代表質疑)
12月7日㈭

本会議(総括質問)
12月8日㈮
12月12日㈫

常任委員会(議案審査）
12月13日㈬
12月14日㈭
12月15日㈮
12月21日㈭ 午後1時 本会議
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日
㈪
（
土
日
曜
を
除
く
）

縦
覧
場
所
＝
市
役
所
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出
＝
変
更
案
に
つ
い
て

意
見
の
あ
る
人
は
、
12
月
11
日
（
必

着
）
ま
で
に
郵
送
で
。
住
所
・
氏
名
・

意
見
の
要
旨
を
書
い
た
意
見
書
を
市

役
所
都
市
計
画
課
へ

同
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
４
３

景
観
計
画
変
更
の
関
係
図
書
縦
覧

　

市
景
観
計
画
を
変
更
し
ま
し
た
の

で
、
関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

変
更
内
容
＝
広
瀬
川
河
畔
景
観
形
成

重
点
地
区
景
観
計
画
の
策
定
に
伴
う

変
更

縦
覧
場
所
＝
市
役
所
都
市
計
画
課

同
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
７
４

高
校
進
学
希
望
者
に
奨
学
金
貸
与

　

高
校
な
ど
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
、

経
済
的
に
不
安
の
あ
る
中
学
生
に
奨

学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

貸
与
期
間
＝
４
月
か
ら
卒
業
ま
で
の

最
短
修
業
年
限

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
市
内
在

住
の
中
学
生
、
２
人
（
選
考
）。
❶
品

行
方
正
、
身
体
健
全
、
学
業
優
秀
❷

高
校
（
高
専
）・
専
修
学
校
の
高
等
課

木
造
住
宅
を
資
格
者
が
耐
震
診
断

　

耐
震
診
断
調
査
資
格
者
が
、
耐
震

診
断
を
実
施
し
、
地
震
に
弱
い
部
分

や
倒
壊
す
る
可
能
性
の
有
無
を
調
査
。

耐
震
性
が
不
足
す
る
場
合
は
、
耐
震

改
修
補
助
制
度
が
使
え
ま
す
。

対
象
住
宅
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
市

内
の
木
造
住
宅
、
先
着
30
戸
。
❶
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た

一
戸
建
て
の
住
宅
か
併
用
住
宅
（
住

宅
部
分
の
床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
）

❷
平
屋
か
２
階
建
て
❸
在
来
軸
組
み

工
法
で
建
築

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
印
鑑
・
確
認
通
知
書

な
ど
の
図
面

12
月
４
日
㈪
～
22
日
㈮
に
市
役
所

建
築
指
導
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐

６
７
５
２
）
へ
直
接

都
市
計
画
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す

　

都
市
計
画
用
途
地
域
と
都
市
計
画

地
区
計
画
の
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

変
更
内
容
＝〈
❶
用
途
地
域
の
変
更
〉

新
前
橋
駅
前
第
二
・
第
三
地
区
、
赤

城
山
線
沿
道
地
区
〈
❷
地
区
計
画
の

決
定
〉
新
前
橋
駅
前
第
二
・
第
三
地
区

縦
覧
期
間
＝
11
月
27
日
㈪
～
12
月
11

程
に
進
学
を
希
望
❸
経
済
的
な
理
由

で
就
学
が
困
難
❹
他
に
奨
学
金
の
貸

与
・
給
付
を
受
け
て
い
な
い

貸
与
月
額
＝
〈
国
・
公
立
〉
１
万
２
， 

０
０
０
円
〈
私
立
〉
１
万
８
，
０
０ 

０
円

返
還
方
法
＝
卒
業
後
６
カ
月
～
10
年

の
間
で
年
４
期
に
分
け
て
返
還
（
無

利
子
で
、
一
括
・
繰
り
上
げ
返
還
可
。

大
学
・
短
大
な
ど
上
級
学
校
へ
進
学
し

た
場
合
は
在
学
期
間
の
返
還
延
期
も
）

12
月
15
日
㈮
ま
で
に
在
学
す
る
中

学
校
へ
直
接

学
校
教
育
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
１
５

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
協
力
を

　

地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動

を
実
施
。
募
金
は
福
祉
施
設
へ
の
助

成
な
ど
、
身
近
な
地
域
福
祉
サ
ー
ビ

ス
活
動
事
業
へ
と
配
分
。
地
域
福
祉

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。

期
日
＝
12
月
15
日
㈮
ま
で

県
共
同
募
金
会
前
橋
市
支
会

☎
０
２
７
‐
２
３
７
‐
１
１
１
２

　１１月７日、前橋市教育文化功労者表彰式 
が行われ、２０名と１団体の方が、塩﨑教育 
長から表彰を受けられました。
　この表彰は、学校保健や社会教育・体育、
青少年教育、芸術文化など、教育文化に関
わるさまざまな分野で、顕著な功労または
功績のあった方を対象に行われるものです。
　受賞された方々の活躍が、歴史・文化や
スポーツを生かした豊かな心を育むまちづ
くりを進めています。また、その活動は、
子どもたちが社会の善意に守られ育てられ
ていることを実感させます。あらためて、
このたび受賞された皆様に
心から感謝の言葉をお伝え
したいと思います。

市長コラム
Mayor’s  Column
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申し込み　 問い合わせ

親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う

　

一
人
親
家
庭
を
対
象
に
親
子
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
開
催
。
超
速
戦
士
Ｇ
‐

Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
も
登
場
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
23
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
小
６
以
下
の
母
子
・
父
子
家

庭
児
と
保
護
者
、１
０
０
人
（
抽
選
）

費
用
＝
１
人
３
０
０
円

11
月
30
日
㈭
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
。
住
所
・
氏
名
・
子
の
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐
０ 

０
１
７
日
吉
町
二
丁
目
17
‐
10
・
総

合
福
祉
会
館
内
市
母
子
寡
婦
会
（
☎

０
２
７
‐
２
３
５
‐
３
４
０
６
）
へ

子
ど
も
た
ち
の
図
工
美
術
作
品
展

　

図
工
美
術
作
品
展
を
開
催
。
市
立

幼
稚
園
や
小
中
学
校
、
特
別
支
援
学

校
の
作
品
の
ほ
か
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
シ
ド
ニ
ー
市
の
交
流
絵
画
作
品

も
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
23
日

㈭
～
27
日
㈪
、
午

前
10
時
～
午
後
６

時
（
27
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

会
場
＝
昌
賢
学
園

ま
え
ば
し
ホ
ー
ル（
市
民
文
化
会
館
）

学
校
教
育
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
６
４

調
理
実
習
で
楽
し
く
減
塩
体
験

　
「
楽
し
く
減
塩
！
食
講
座
」
を
開

催
。
昼
食
を
一
緒
に
作
り
、
食
べ
な

が
ら
減
塩
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
12
月
15
日
㈮
午
前
10
時
～
午

後
１
時
30
分

会
場
＝
総
社
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
、
先

着
20
人

費
用
＝
３
０
０
円

12
月
８
日
㈮
ま
で
に
介
護
高
齢
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
３
３
へ

古
代
文
様
の
タ
イ
ル
を
作
ろ
う

　
「
古
代
文
様
で
飾
る
タ
イ
ル
つ
く

り
」
を
開
催
。
10
㌢
㍍
四
方
の
素
焼

き
タ
イ
ル
に
鉛
筆
で
文
様
を
描
き
、

色
付
け
し
て
電
気
窯
で
焼
き
上
げ
ま

す
。
完
成
品
は
大
室
は
に
わ
館
や
総

社
歴
史
資
料
館
な
ど
に
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
、
午

前
９
時
～
午
後
４
時

会
場
＝
総
社
歴
史
資
料
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
各
20
人

11
月
22
日
㈬
か
ら
文
化
財
保
護
課

☎
０
２
７
‐
２
８
０
‐
６
５
１
１
へ

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
２
５
４
８

●
図
画
作
品
展

期
日
＝
11
月
29
日
㈬
～
12
月
19
日
㈫

対
象
校
＝
広
瀬
・
上
川
淵
・
下
川
淵
・

山
王
・
共
愛
小
、
広
瀬
・
春
日
・
七
中

ア
ー
ツ
前
橋

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
１
１
４
４

　
ロ
ビ
ー
ラ
イ
ブ vol.13 「
ソ
ウ
ル
／

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
」
を
開
催
。
ボ
ー
カ

リ
ス
ト
＆
ラ
ッ
パ
ー
のM

ASSAN

に
よ
る
ソ
ロ
ラ
イ
ブ
で
す
。

日
時
＝
11
月
19
日
㈰
午
後
２
時
～
３
時

当
日
同
館
へ
直
接

総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
９
０
９
４

　

名
作
映
画
劇
場
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
５
日
㈫
・
19
日
㈫
、
午

後
２
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
１
２
人

内
容
＝｢

上
海
特
急｣

(

マ
レ
ー
ネ
・

デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
主
演
）

当
日
同
館
へ
直
接

市
立
図
書
館

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
４
３
１
１

●
絵
本
を
い
っ
ぱ
い
楽
し
も
う

日
時
＝
❶
12
月
３
日
㈰
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分
❷
12
月
17
日
㈰
午
前

10
時
～
正
午

会
場
＝
❶
は
同
館

地
下
講
堂
❷
は
第

二
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
前
橋

保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象
＝
３
歳
～
小
１
と
親
、
先
着
12
組

内
容
＝
❶
は
「
読
み
聞
か
せ
を
楽
し

も
う
」
❷
は
「
し
ろ
く
ま
ち
ゃ
ん
の

ほ
っ
と
け
ー
き
を
つ
く
ろ
う
」（
調

理
実
習
）

費
用
＝
❷
は
３
５
０
円

用
意
す
る
物
＝
布
巾
、
三
角
巾
、
エ

プ
ロ
ン

同
館
へ

中
央
公
民
館

☎
０
２
７
‐
２
１
0
‐
２
１
９
９

　
新
春
中
公
書
初
め
塾
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
来
年
１
月
５
日
㈮
午
前
10
時

～
正
午

対
象
＝
市
内
在
学
の
小
３
～
小
６
、

50
人
（
抽
選
）

用
意
す
る
物
＝
書
き
初
め
用
の
道
具
、

清
書
用
紙
、
手
本
、
床
に
敷
く
ビ
ニ 

ー
ル
シ
ー
ト
、
古
新
聞
、
ご
み
袋

12
月
13
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
往 

復
ハ
ガ
キ
で
。
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

学
校
名
（
学
年
）・
住
所
・
電
話
番
号
・

保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
記
入

し
、
〒
３
７
１
‐
０
０
２
３
本
町
二

丁
目
12
‐
１
・
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

内
中
央
公
民
館
へ

催
　
し

前橋総合運動公園水泳教室

コース 曜日・時間 定員

初級

年長～小２ 月水木金曜のいずれか、午後３時40分～４時
40分 各30人

小学生 月水木金曜のいずれか、午後５時～６時10分 各40人

一般 月木金曜のいずれか、午後２時～３時10分
各30人

レディース 水曜、午後２時～３時10分

一般 金曜、午後０時30分～１時40分
各15人

中級 一般 水曜、午後０時30分～１時40分
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員
会
事
務
局
総
務
課
（
☎
０
２
７
‐ 

８
９
８
‐
５
８
０
２
）へ
郵
送
か
フ
ァ	

ク
ス
（
０
２
７
‐
２
４
３
‐
７
１
９ 

０
）、

kyouikusoum
u@
city.m

a	
ebashi.gunm

a.jp

で

外
国
語
指
導
助
手
を
募
集
し
ま
す

　

来
年
度
、
市
立
小
中
高
等
学
校
で

英
語
の
授
業
な
ど
を
補
助
す
る
外
国

語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
募
集
し

ま
す
。
募
集
要
項
な
ど
、
詳
し
く
は	

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。	

学
校
教
育
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
６
５

成
人
祝
の
着
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

来
年
１
月
７
日
㈰
に
ヤ
マ
ダ
グ
リ	

ー
ン
ド
ー
ム
前
橋
で
開
催
す
る
成
人

祝
で
、
参
加
者
の
着
物
の
着
崩
れ
を

直
す
女
性
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
＝
女
性
、
先
着
４
人

11
月
22
日
㈬
か
ら
青
少
年
課
☎
０ 

２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
７
２
へ

水
道
検
針
票
の
広
告
を
募
集

　

水
道
使
用
量
や
水
道
料
金
な
ど
を

お
知
ら
せ
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

票
の
裏
面
に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
本
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
企
業
な
ど

掲
載
ス
ペ
ー
ス
＝
検
針
票
の
裏
面
縦

80
㍉
㍍
×
横
62
㍉
㍍
、
１
枠

配
付
数
＝
１
万
巻
（
１
巻
１
０
２
シ	

ー
ト
）

配
付
期
間
＝
来
年
６
月
上
旬
か
ら
お

お
む
ね
１
年
間
（
前
回
分
終
了
後
か

ら
今
回
分
の
配
付
終
了
ま
で
）

費
用
＝
入
札
に
よ
る
（
最
低
価
格
26	

万
円
）

申
込
書
の
配
布
＝
水
道
局
経
営
企
画

課
で
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

12
月
15
日
㈮
ま
で
に
郵
送
で
。
申

込
書
に
記
入
し
、
広
告
図
案
を
添
え

て
〒
３
７
１
‐
０
０
３
５
岩
神
町
三

丁
目
13
‐
15
・
水
道
局
経
営
企
画
課

（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
３
０
１
５
）
へ

前
橋
総
合
運
動
公
園

�

☎
０
２
７
‐
２
６
８
‐
１
９
１
１

　

水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
＝
来
年
１
月
10
日
㈬
～
３
月
12

日
㈪
の
各
コ
ー
ス
８
回

教
育
振
興
基
本
計
画
に
ご
意
見
を

　

本
市
の
教
育
の
基
本
的
な
計
画
と

な
る
教
育
振
興
基
本
計
画
改
訂
案
に

つ
い
て
、
意
見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
）
を
実
施
。
寄
せ
ら
れ
た

意
見
は
、
本
市
の
考
え
方
と
併
せ
て

各
閲
覧
場
所
で
公
開
し
ま
す
。

期
日
＝
11
月
22
日
㈬
～
12
月
21
日
㈭

（
土
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

閲
覧
場
所
・
意
見
書
式
の
配
布
＝
市

役
所
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課
・

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
本
館
、

各
支
所
・
公
民
館
・
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ	

ー
で
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
ま
す

意
見
書
の
提
出
＝
12
月
21
日
ま
で
に

所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
各
閲
覧
場

所
へ
直
接
。
ま
た
は
市
役
所
教
育
委

コ
ー
ス
・
時
間
な
ど
＝
右
表
の
と
お
り

対
象
＝
〈
初
級
〉
ク
ロ
ー
ル
で
25
㍍

泳
げ
な
い
人
〈
中
級
〉
ク
ロ
ー
ル
で

25
㍍
泳
げ
る
人

費
用
＝
一
般
２
，
２
０
０
円
、
小
学

生
以
下
１
，
１
０
０
円
と
施
設
使
用
料

11
月
30
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
往	

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
コ
ー

ス
・
曜
日
（
第
２
希
望
ま
で
）・
時	

間
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）・	

電
話
番
号
・
泳
力
を
記
入
し
、
〒
３	

７
９
‐
２
１
０
７
荒
口
町
４
３
７
‐

２
・
前
橋
総
合
運
動
公
園
へ

●
公
園
内
全
て
の
施
設
が
休
場
に

　

12
月
３
日
㈰
は
関
東
中
学
校
駅
伝

大
会
開
催
の
た
め
、
総
合
運
動
公
園

内
の
全
て
の
施
設
が
休
場
し
ま
す
。

募
　
集

ス
ポ
ー
ツ

前橋総合運動公園水泳教室

コース 曜日・時間 定員

初級

年長～小２ 月水木金曜のいずれか、午後３時40分～４時
40分 各30人

小学生 月水木金曜のいずれか、午後５時～６時10分 各40人

一般 月木金曜のいずれか、午後２時～３時10分
各30人

レディース 水曜、午後２時～３時10分

一般 金曜、午後０時30分～１時40分
各15人

中級 一般 水曜、午後０時30分～１時40分

群馬クレインサンダーズ

会場はヤマト市民体育館前橋

12月9日㈯ 18:00
	 vs. 信州ブレイブウォリアーズ
12月10日㈰ 14:00
	 vs. 信州ブレイブウォリアーズ
12月20日㈬ 19:00
	 vs. 金沢武士団

プロスポーツ試合情報
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申し込み　 問い合わせ

保
守
点
検
で
施
設
が
休
館
に

　

定
期
清
掃
と
安
全
点
検
の
た
め
、

宮
城
体
育
館
と
宮
城
総
合
運
動
場
は

12
月
４
日
㈪
に
休
館
し
ま
す
。

宮
城
体
育
館

☎
０
２
７
‐
２
８
３
‐
８
７
３
５

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
楽
し
も
う

　

ス
キ
ー
教
室
を
開
催
。
12
月
19
日

㈫
午
後
６
時
30
分
か
ら
前
橋
プ
ラ
ザ

元
気
21
で
開
講
式
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
来
年
１
月
13
日
・
20
日
の
土

曜
２
回

会
場
＝
か
た
し
な
高
原
ス
キ
ー
場
（
利 

根
郡
片
品
村
）

対
象
＝
小
３
～
小
６
、40
人
（
抽
選
）

費
用
＝
８
，
０
０
０
円
（
リ
フ
ト
券

は
実
費
負
担
）

12
月
12
日
㈫
ま
で
に
住
所
・
氏
名 

（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
学
校
名
・
学

年
・
保
護
者
名
・
電
話
番
号
・
レ
ン 

タ
ル
ス
キ
ー
の
要
否
・
ス
キ
ー
レ
ベ 

ル
（
初
心
・
初
級
・
中
級
・
上
級
） 

を
記
入
し
、
前
橋
ス
キ
ー
連
盟
事
務 

局
・
前
原
直
之
さ
ん

m
aehara2545 

@
gm

ail.com

へ

同
事
務
局
・
井
口
さ
ん

☎
０
９
０
‐
４
３
６
２
‐
６
６
５
５

前
橋
テ
ル
サ
温
水
プ
ー
ル

☎
０
２
７
‐
２
３
５
‐
７
１
０
４

　

冬
休
み
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

種
目
・
日
時
＝
〈
ク
ロ
ー
ル
で
25
㍍

泳
げ
な
い
〉
12
月
26
日
㈫
～
28
日
㈭
、

午
後
３
時
40
分
～
４
時
40
分
〈
ク
ロ 

ー
ル
で
25
㍍
以
上
泳
げ
る
〉
同
午
後

５
時
～
６
時

対
象
＝
５
歳
～
小
６
、
先
着
各
30
人

費
用
＝
各
３
，
２
４
０
円

11
月
25
日
㈯
午
前
11
時
か
ら
同
館
へ 

ヤ
マ
ト
市
民
体
育
館
前
橋

☎
０
２
７
‐
２
６
５
‐
０
９
０
０

　

各
種
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

日
時
＝
12
月
22
日
～
来
年
３
月
30
日

の
金
曜
10
回
、
午
前
10
時
～
11
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
40
人

（
抽
選
）

費
用
＝
４
，
２
０
０
円

●
の
び
の
び
ス
ト
レ
ッ
チ

日
時
＝
❶
来
年
１
月
10
日
～
３
月
14

日
の
水
曜
10
回
❷
12
月
22
日
～
来
年

３
月
30
日
の
金
曜
10
回
、
午
前
10
時

～
11
時
10
分

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各
40

人
（
抽
選
）

費
用
＝
各
４
，
２
０
０
円

●
ヨ
ガ

日
時
＝
12
月
22
日
～
来
年
３
月
30
日

の
金
曜
10
回
、
午
後
２
時
～
３
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
60
人

（
抽
選
）

費
用
＝
４
，
２
０
０
円

●
幼
児
体
育

日
時
＝
❶
来
年
１
月
10
日
～
３
月
14 

日
の
水
曜
10
回
❷
12
月
22
日
～
来
年 

３
月
30
日
の
金
曜
10
回
、
午
後
４
時

～
５
時

対
象
＝
年
中
・
年
長
、
各
30
人
（
抽

選
）

費
用
＝
各
２
，
１
０
０
円

以
上
の
４
つ
は
11
月
30
日
㈭
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
（
幼
児

体
育
は
❶
❷
の
ど
ち
ら
か
）。
教
室

名
・
コ
ー
ス
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐

０
８
１
６
上
佐
鳥
町
４
６
０
‐
７
・

ヤ
マ
ト
市
民
体
育
館
前
橋
へ

大
渡
温
水
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
７
‐
２
５
３
‐
７
８
１
１ 

　

水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
＝
来
年
１
月
15
日
㈪
～
３
月
12

日
㈪
の
各
コ
ー
ス
８
回

コ
ー
ス
・
時
間
な
ど
＝
右
下
表
の
と
お
り 

対
象
＝
〈
初
級
〉
ク
ロ
ー
ル
で
25
㍍

泳
げ
な
い
人
〈
中
級
〉
４
泳
法
で
各

25
㍍
以
上
泳
げ
る
人
〈
バ
タ
フ
ラ
イ
〉

ク
ロ
ー
ル
で
50
㍍
以
上
泳
げ
る
人〈
親

子
水
慣
れ
〉
３
歳
～
年
中
の
子
と
親

費
用
＝
〈
一
般
・
親
子
〉
各
２
，
２ 

０
０
円
と
施
設
使
用
料
〈
小
学
生
以

下
〉
各
１
，
２
０
０
円
と
施
設
使
用
料

12
月
１
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
往 

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
コ
ー 

ス
・
曜
日
（
第
２
希
望
ま
で
）・
氏
名
・ 

住
所
・
学
校
（
学
年
）・
年
齢
・
電
話 

番
号
・
泳
力
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐ 

０
８
５
４
大
渡
町
二
丁
目
３
‐
11
・

大
渡
温
水
プ
ー
ル
水
泳
教
室
係
へ

　

月
の
納
税

●
国
民
健
康
保
険
税
第
５
期
＝
11
月

30
日
㈭
ま
で

ス
ポ
ー
ツ

税

大渡温水プール
コース 曜日・時間 定員（各抽選）

初級

小学生
月火水金曜のいずれか、午後５時～６時10分 各40人（金土

曜は各50人 ）土曜、午前10時30分～11時40分
年長～小２ 月火水金曜のいずれか、午後３時40分～４時40分

各30人

高年者（50歳以上 ） 月火曜のいずれか、午後２時～3時10分

一般
火曜、午後０時30分～１時40分
水金曜のいずれか、午後６時30分～７時40分

レディース（一般女性 ） 水曜、午後２時～午後３時10分
平泳ぎ 水曜、午後０時30分～１時40分

中級 一般 金曜、午後２時～３時10分
親子 金曜、午後２時～３時10分 10組

バタフライ 月曜、午後０時30分～１時40分 30人
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壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で
修
理

し
ま
す
。

日
時
＝
❶
11
月
25
日
㈯
❷
26
日
㈰
、

午
前
10
時
～
正
午

会
場
＝
❶
は
粕
川
児
童
館
❷
は
第
二

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
３
２
‐
３
８
４
８

●
国
際
教
育
推
進
委
員
会

日
時
＝
11
月
28
日
㈫
午
後
３
時

会
場
＝
市
議
会
庁
舎
第
三
委
員
会
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
５
人

当
日
午
後
２
時
30
分
～
50
分
に
会

場
へ
直
接

青
少
年
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
７
４

●
多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

日
時
＝
12
月
２
日
㈯
午
後
１
時
30
分

～
４
時

会
場
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
先
着
16
人

11
月
27
日
㈪
ま
で
に
同
館
☎
０
２ 

７
‐
２
３
０
‐
１
７
５
５
へ

●
お
も
ち
ゃ
の
図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

日
時
＝
12
月
２
日
㈯
午
後
１
時
30
分

～
４
時　

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
発
達
の
気
に
な
る
子
と
家
族

な
ど
、
先
着
80
人

当
日
会
場
へ
直
接

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
３
２
‐
３
８
４
８

●
介
護
予
防
活
動
ポ
イ
ン
ト
制
度
研

修
会

日
時
＝
12
月
11
日
㈪
午
後
１
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
０
２ 

７
‐
２
３
２
‐
３
８
４
８
へ

●
休
日
当
番
動
物
病
院
案
内

録
音
案
内

☎
０
２
７
‐
２
５
３
‐
８
４
６
６

簡
単
ヘ
ル
シ
ー
な
お
も
て
な
し
を

　
「
か
ら
だ
に
お
い
し
い
食
講
座
～

ガ
ン
バ
り
す
ぎ
な
い
☆
お
・
も
・
て
・

な
・
し
」
を
開
催
。
管
理
栄
養
士
の

講
話
や
調
理
実
習
な
ど
で
、
健
康
的

な
食
事
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時
＝
12
月
12
日
㈫
午
前
９
時
30
分

～
午
後
１
時
30
分

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
、
先

着
30
人

費
用
＝
４
０
０
円

決
算
説
明
会
な
ど
を
開
催

　

県
前
橋
合
同
庁
舎
（
上
細
井
町
）

で
、
決
算
の
仕
方
や
消
費
税
の
申
告

な
ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
青
色
申
告
決
算
説
明
会

所
得
区
分
・
日
時
＝
〈
事
業
〉
12
月

11
日
㈪
午
前
10
時
～
正
午
〈
農
業
〉

同
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
〈
不

動
産
〉
12
月
12
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

●
白
色
申
告
決
算
説
明
会

日
時
＝
12
月
12
日
㈫
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

対
象
＝
事
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得

の
あ
る
人

●
消
費
税
等
説
明
会

日
時
＝
12
月
13
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

対
象
＝
課
税
事
業
者

前
橋
税
務
署

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
４
３
７
１

●
都
市
計
画
審
議
会
の
傍
聴

日
時
＝
11
月
21
日
㈫
午
後
２
時
～
３

時
30
分

会
場
＝
市
役
所
11
階
北
会
議
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
10
人

当
日
午
後
１
時
30
分
～
50
分
に
会

場
へ
直
接

都
市
計
画
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
４
３

●
お
も
ち
ゃ
の
病
院

そ
の
他
＝
託
児
希
望
者
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

12
月
５
日
㈫
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
３
へ

家
族
み
ん
な
で
対
応
を
考
え
ま
す

　

ひ
き
こ
も
り
の
若
者
の
家
族
の
教

室
を
開
催
。
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
を

家
族
が
理
解
し
、
そ
の
対
応
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

日
時
＝
12
月
14
日
㈭
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
在
住
で
、
お
お
む
ね
18

歳
～
40
歳
の
ひ
き
こ
も
り
の
人
の
家

族
、
先
着
20
人

12
月
13
日
㈬
ま
で
に
保
健
予
防
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
７
へ

自
分
に
合
っ
た
方
法
で
禁
煙
を

　

禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
を
開
催
。
呼

気
一
酸
化
炭
素
と
尿
中
ニ
コ
チ
ン
代

謝
物
の
濃
度
測
定
や
保
健
師
と
の
面

接
を
行
い
、
初
回
面
接
か
ら
３
カ
月

間
支
援
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
13
日
㈬
・
14
日
㈭
、
午

前
９
時
～
午
後
４
時

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

12
月
６
日
㈬
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
４
へ

そ
の
他
の
情
報

健
　
康
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診療時間は午前9時～午後6時。費用は休日の初診料金。
目的は、急な病気やけがなどの診療治療で、処方日数は1日～数日です。

※11月23日、12月3日の婦人科は正午まで。午後1時～6時は産婦人科舘出張佐藤病院（高崎市若松町☎027-322-2243）で診療。

夜
間
・
救
急

夜間急病診療所　☎027-243-5111
朝日町四丁目９-５　内科と小児科　午後８時～午前０時
※12月3日から、日曜･祝日の午前9時～正午も診察。
救急病院案内（24時間体制）　☎027-221-0099
※メモの用意をしてから連絡してください。
小児救急電話相談　☎ #8000　月～土曜＝午後６時～翌
午前８時、日曜・祝日＝午前８時～翌午前８時

歯 

科
歯科医師会休日診療所　☎027-237-3685
岩神町二丁目19-9
日曜・祝日、午前10時～正午・午後１時～３時

薬 

局
市薬剤師会会営薬局　☎027-223-8400
紅雲町一丁目2-15
日曜・祝日、午前９時～午後５時

内　科 外　科 婦人科 耳鼻科 眼科

11
月
19
日
㈰

大学橋ファミリー 
クリニック 
（児） 

関根町二丁目 
☎027-212-6627

高橋医院 

（内） 
粕川町西田面 
☎027-285-2019

加藤クリニック 

（泌内） 
南町三丁目 
☎027-210-6700

二之沢 
前橋クリニック 

（内） 
岩神町二丁目 
☎027-225-2122

柳田整形 
外科医院 
（整） 

昭和町三丁目 
☎027-234-3260

山下医院 

（外） 
城東町四丁目 
☎027-231-3726

いとうレディース 
クリニック 
（産婦） 
朝倉町 

☎027-290-3531

耳鼻咽喉科 
川島クリニック 

（耳鼻） 
西片貝町一丁目 
☎027-260-1187

しみず眼科 
クリニック 

（眼） 
樋越町 

☎027-230-4611

11
月
23
日
㈭

中嶋小児科医院 

（児） 
江木町 

☎027-261-9299

小林内科胃腸科 
クリニック 
（内） 
朝倉町 

☎027-290-3200

山口内科 
クリニック 

（内） 
上沖町 

☎027-260-6500

うめだ内科 
クリニック 
（内児） 
鶴光路町 

☎027-212-0678

中沢クリニック 

（外泌） 
若宮町四丁目 
☎027-230-1220

群馬ペイン 
クリニック病院 

（整） 
亀里町 

☎027-265-0999

松
※

原医院 

（婦） 
高崎市新保町 
☎027-353-4103

たかさき
耳鼻咽喉科 
（耳鼻） 

高崎市上大類町 
☎027-352-3341

高山眼科 
駅前医院 
（眼） 

高崎市八島町 
☎027-327-3366

11
月
26
日
㈰

栗林小児科
医院 

（児） 
平和町二丁目 
☎027-231-7114

前橋北病院 

（内） 
下細井町 

☎027-235-3333

斎藤医院
（南町） 
（内） 

南町二丁目 
☎027-221-0258

山王医院 

（内） 
山王町二丁目 
☎027-266-5410

西田整形外科 

（整） 
樋越町 

☎027-280-2233

星医院 

（外） 
西善町 

☎027-266-8600

小沢医院 

（産婦） 
樋越町 

☎027-283-2009

田中耳鼻 
咽喉科医院 
（耳鼻） 

大手町二丁目 
☎027-221-6431

ひまわり眼科 

（眼） 
青柳町 

☎027-230-1230

12
月
3
日
㈰

高橋医院 

（児外） 
東善町 

☎027-266-0203

かたひら内科
医院 

（内） 
下沖町 

☎027-230-8811

まえはら内科 

（内） 
下小出町二丁目 
☎027-212-7313

あづま
クリニック 

（内） 
六供町 

☎027-220-1220

せせらぎ病院附属 
あさくら診療所 

（整） 
朝倉町 

☎027-265-6522

金古医院 

（外内） 
日吉町三丁目 
☎027-233-1131

セ
※

キールレディース 
クリニック 
（婦） 

高崎市栄町 
☎027-330-2200

つれいし 
耳鼻咽喉科 
（耳鼻） 

高崎市上小塙町 
☎027-343-2131

清水眼科医院 

（眼） 
高崎市乗附町 
☎027-310-8555

12
月
10
日
㈰

ふかさわ小児科 
医院 

（児） 
大友町一丁目 
☎027-256-7117

岡野内科胃腸科 
医院 

（内） 
荒牧町一丁目 
☎027-237-1200

外山内科・循環器 
内科クリニック 

（内） 
荒牧町二丁目 
☎027-232-8000

はしづめ
診療所

 

（内） 
公田町 

☎027-226-1806

積心会富沢病院 

（整） 
朝日町四丁目 
☎027-224-3955

中嶋医院 

（外） 
小屋原町 

☎027-266-1601

いまいウイメンズ 
クリニック 
（産婦） 
東片貝町 

☎027-221-1000

牧耳鼻咽喉科 
医院 

（耳鼻） 
総社町総社 
☎027-280-5233

宮久保眼科 

（眼） 
荒牧町二丁目 
☎027-234-3511

接 骨 院 ・ 整 骨 院 の 休 日 当 番
11月19日㈰ 斉藤接骨院（田口町）☎027-234-9580 前川接骨院（元総社町一丁目）☎027-251-5540

11月23日㈭ こだいら接骨院（古市町）☎027-253-8216 岩田接骨院（下細井町）☎027-237-5158

11月26日㈰ よこやま接骨院（文京町四丁目）☎027-289-8204 しきしま接骨院（川原町一丁目）☎027-232-0898

12月  3日㈰ 田島接骨院（城東町三丁目）☎027-231-3883 細野接骨院（駒形町）☎027-267-7002

12月10日㈰ 鈴木接骨院（朝倉町三丁目）☎027-263-0699 かばさわ接骨院（前箱田町）☎027-254-4933
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前橋の人口：33万8,190人
男：16万5,612人
女：17万2,578人
世帯数：14万7,014世帯
10月末日現在
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下新田町 :  各世代の光る文化が集結

2歳になる子を紹介しています

　本市とサンデンファシリティの森作り体
験共催事業は今年で３年目。その活動の場
であるサンデンフォレスト（粕川町中之沢）
は「環境教育等における体験の機会の場」
として、県内で初めて認定されました。子ど
もたちは、森の中での活動を通じて、生き物

の生態と生息環境への理解を深めます。
ごみ処理問題も重要な環境問題。今号で
取り上げた最終処分場の延命化には、ごみ
の減量が欠かせません。分別やリサイク
ルなどの身近な取り組みが、前橋の美し
い自然を守ることにつながります。（山村）

　文化の日の11月３日、下新田町では町内
の公民館で文化祭を開催。約110人が集
い、子ども会の合唱や長寿会のカラオケ、
大正琴、三味線、ギターの発表などが行わ
れました。「子どもからお年寄りまでが参加
して、一つのものを作ることは大変ですが
大切です。町内の良い交流になっていま
す」と中村自治会長。全員で一緒に歌う場
面もあり、会場は一段と盛り上がりました。

平成28年4月2日～平成28年8月1日生まれの子の募集記事は、来年1月1日号に掲載予定です

平
成
二
十
九
年 

十
一
月
十
五
日
号

桑原 唯衣ちゃん
上小出町二丁目

柳井 空ちゃん
富士見町米野

加藤 圭翔ちゃん
粕川町込皆戸

けいとゆい そら

2017.11.15

M
A
E
B
A
S
H
I
 P

R
_
N
O
.
1
5
9
2

サ
ン
デ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
で
は
、

多
様
な
動
植
物
が
住
む
環
境
づ
く
り
を
市
民
の
手
で
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
体
験
か
ら
多
く
を
学
ぶ
こ
と
で
、

前
橋
の
豊
か
な
環
境
が
未
来
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

岩下 けいちゃん
若宮町三丁目

佐藤 梨 ち々ゃん
上細井町

りり

町田 萌風ちゃん
西大室町

もえか

生
命
を
育
む
森
づ
く
り

　沖縄の伝統芸能エイサーを中心に、獅子舞などを
新たな形で創作し活動しています。今年の８月に結
成したばかりで、メンバーは全員が県内出身者。前
橋まつりなどのほか、市外のイベントにも参加して
います。エイサーや沖縄に興味があれば、経験や性
別、体力は問いません。練習は週４回ありますが、
そのうち２回ほど出席できれば大丈夫。和気あいあ
いと楽しみながら、技術を磨き合っています。

日時／月水金日曜の夜間
会場／中央公民館ほか
会員数／10人
代表者／鈴木 円さん
☎080-2253-1700

創作エイサー団体 群天星
むり てぃん ぶし
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